	総　務まちづくり委員会会議録 要 旨

	開会日
	平成２３年１２月９日（金）午前１０時００分

	閉会日
	平成２３年１２月９日（金）午前１１時４０分

	場所
	長久手町役場西庁舎第７・８会議室

	出席委員
	委 員 長　　加藤武　　

副委員長　　木村さゆり
委　　員　　岡崎　剛　　吉田ひでき　　原田秀俊

　　　　　　水野竹芳　　丹羽茂雄

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	町長　田一平
総務部長　川本忠　

同次長兼人事秘書課長　山下幸信
同課人事係長　横地賢一

財政課長　福岡智浩
同課財政係長　井上隆雄
行政課長　青山均

同行政監査室長　角谷俊卓

同室　安部信一

まちづくり推進部長次長　布川一重
企画政策課長　加藤正純

同課市制係長　門前健　　　同課企画情報係長　柴田浩善
生活環境部税務課長　星島ひとみ
同課資産税係長　池田泰久
安心安全課長　吉田弘美

同課長補佐　福岡隆也

同課交通防犯係長　加藤紀子

消防本部長　伊藤正彦
総務課長　寺島一裕
同課係長　青山伸二　　同課消防係長　久保田直也　　
計２２人

	職務のため出席した者の職氏名
	副議長　水野とみ子
議会事務局長　松原幸雄　　　同補佐　中西直起

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　開会宣言。
議案第６２号

財政課長　　　議案第６２号平成２３年度長久手町一般会計補正予算（第３号）につ

いて説明。
原田委員　　　10ページの歳入で、個人町民税が１億４１千万円もの補正となった理

由は何か。
税務課長　　　 23年度当初予算では、個人町民税の所得割額は、調定額で対前年度

比１％の増加、300人の納税義務者増加を見込んでいた。しかし、実

際には課税額は約３％減少し、当初予算額と４％の差が生じた。300
人の増加予定については、７月１日の課税状況調べでは対前年度比で
159人の増加であったが、ここから均等割り納税者及び年金所得者を
除くと、給与所得者の増加は９人のみであった。さらに、給与所得者
の所得割額が減少したが、社会保険料控除額が増加し、手取り収入が

減ったことが一因として考えられる。
原田委員　　　固定資産税の増額補正理由は何か。
税務課長　　　予算積算時は0.98と収納率を見込んだが、今回0.988と見込み3,000
万円の増額となった。土地について、平成２１年７月１日から平成２
２年７月１日に係る時点修正にともない、負担調整によって税額が据
え置きになるはずであった物件でも税額が上昇したものがあり、約
1,100万円の増額となった。新築家屋の増加で240万円の増額となっ
た。償却資産では約1,100万円の増額となった。
原田委員　　　軽自動車税の増額補正理由は何か。
税務課長　　　当初の見込みに対して、原付自転車で約100台の減少、軽四輪乗用車

で約200台増加した。エコカー補助金の影響も考えられる。
原田委員　　　たばこ税の増額補正理由は何か。
税務課長　　　平成２２年１０月のたばこ税率改正による税収の増加分が、消費本数

の減少分を上回ったことによる。１１月末の調定額は対前年度比

9.8％、約２，２００万円の増額となっている。
吉田委員　　　購入する巡回バスについて、リフト付きのバスとしないか。
安心安全課長　買替えを前提としているので、同じ型のバスを購入する。型の変更は

次回のルート見直しの際に検討したい。
吉田委員　　　車椅子の人が乗車する際には運転手が補助するのか。実例はあるか。

安心安全課長　バリアフリー法に基づいてスロープ付きとしている。実例はないが、
　　　　　　　問合せはあった。

吉田委員　　　どのようなデザインか。夢のあるデザインにしないか。広告を掲載し

ないか。
安心安全課長　現在と同じデザインの予定だか、再度検討する。広告は、現在のバス

のデザインでは載せるスペースが限られているので、今後の検討課題
にしたい。
岡崎委員　　　60万キロ走行したことから買換えるとのことだが、一年でどれくら
い走行しているのか。次の買換え時期はいつごろか。
安心安全課長　平均で年間に１台あたり約５万キロ走行している。次の買換え車両は

５～６年後になる予定。
原田委員　　　19ページの高齢者の定期巡回・随時対応推進事業について、介護保
険事業との関係はどのようか。本人の負担はどのくらいか。事業者は
内定しているのか。
福祉課長　　　60日間の国のモデル事業であり、介護保険事業とは別である。本人

の負担は事業費の10％ないし５％である。全額国庫補助であり、今

後の介護保険事業計画に入れるかどうかは検討する。事業者は国が８
月に内示を出している。町は関与していない。
質疑及び意見を終了
討論
反対討論なし
賛成討論なし
採決の結果、議案第６２号長久手町平成２３年度長久手町一般会計補正予算（第３号）は全員が賛成。
　　　　　　　　　　議案６２号は原案のとおり可決
　　　　　　　１１時０５分　　休　憩　　　

　　　　　　　１１時１５分　　再　開

議案第６５号

人事秘書課長　議案第６５号議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について説明。

　　　　質疑及び意見はなく、終了

討論

反対討論なし
賛成討論なし。
採決の結果、議案第６５号議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例については全員が賛成。
議案第６５号は原案のとおり可決。

議案第６７号

行政課長　　　議案第６７号長久手市監査委員に関する条例の一部を改正する条例
について説明。

岡崎委員　　　例月出納検査の例日を変更する理由は何か、他市町はどうか。
行政課長　　　事前に予備調査をしているが、3,000枚から4,500枚の帳票を点検、

調査する必要があり、点検枚数が増加してきたことが理由である。
県内の市の内、20日が例日なのが８市、25日が21市である。

吉田委員　　　議案の概要には、監査事務の独立性が高まるとあるが、目に見える効

果は期待できるのか。
行政課長　　　監査する側とされる側に明確に分かれることで、なれ合い、不正、誤

りが抑制でき、住民からの信頼につながると期待している。
　　　　質疑及び意見を終了

対討論なし
賛成討論なし。

採決結果、議案第６７号長久手市監査委員に関する条例の一部を改正する条例については全員が賛成。

議案第６７号は原案のとおり可決。

議案第７１号

消防総務課長　議案第７１号長久手町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について説明。

　　　　質疑及び意見はなく、終了

討論

反対討論なし

賛成討論なし。

採決の結果、議案第７１号長久手町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例については全員が賛成。

議案第７１号は原案のとおり可決。

議案第８１号

消防総務課長　議案第８１号尾三消防組合・豊明市・長久手市消防通信指令事務協議会の設置について説明。

原田委員　　　この事務協議会設置に至る経緯はどのようか。

消防総務課長　平成１８年の消防組織法改正以来、消防広域化が推進される中で並行
して、２１年から尾張東部ブロックで協議してきた。結果として、日
進市の御嶽山にある通信アンテナの電波伝播調査の結果、長久手町と
の伝播状況が良好なことや、南部地域からの携帯119番通報の多くが
尾三消防署に入ることなどから、尾三消防組合・豊明市と協議会を設
けることになった。
原田委員　　　協議会はいつまで続ける予定か。財政負担はどのようか。
消防総務課長　消防の広域化も展望しながら続けていく。指令台の改修は人口割りで

負担する。デジタル無線化は均等割りで負担する。町の消防車等への

無線機搭載は町で整備する。概算の費用は１億７千万円である。
　　　　質疑及び意見はなく、終了

討論

反対討論なし

賛成討論なし。

採決の結果、議案第８１号尾三消防組合・豊明市・長久手市消防通信指令事務協議会の設置については全員が賛成。

議案第８１号は原案のとおり可決。

議案第８２号

企画政策課長　議案第８２号長久手市部設置条例の一部を改正する条例について説
明。

原田委員　　　秘書部門は現行の総務部がよいのではないか。
企画政策課長　今回の改正で、広報、広聴、秘書の機能を統合する目的は、市からの

発信機能を充実させることにある。県内の市の状況はまちまちである。
　　　　質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし

賛成討論なし。

採決の結果、議案第８２号長久手市部設置条例の一部を改正する条例については全員が賛成。

議案第８２号は原案のとおり可決。

　　　　　　　次に、閉会中の継続調査について諮る。
　　　　　　　継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査す
ることを委員長が提案する。
　　　　　　　異議ないため、継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承する。
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認。

閉会宣言
　午前１１時４５分　終了
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２３年１２月９日

総務まちづくり委員会委員長　　加藤　武
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